
　おせち料理
りょうり

を重箱
じゅうばこ

に詰
つ

めるのは「福
ふく

が重
かさ

なる」「めでたさが重
かさ

なる」という願
ねが

いからです。重箱
じゅうばこ

には段
だん

ごとに

詰
つ

め方
かた

の基本
きほん

があります。品数
しなかず

は縁起
えんぎ

の良
よ

い奇数
きすう

がおすすめです。

　一
いち

の重
じゅう

(祝
いわ

いの肴
さかな

)……正月
しょうがつ

に欠
か

かせない「三
みっ

つ肴
ざかな

(数の
かず

子
こ

・田
た

づくり・黒豆
くろまめ

)」などを詰
つ

める。

　二
に

の重
じゅう

(焼
や

き物
もの

)……縁起
えんぎ

の良
よ

いブリ，タイ，エビなどの海
うみ

の幸
さち

の焼
や

き物
もの

を詰
つ

める。

　三
さん

の重
じゅう

(煮
に

しめ)……煮
に

しめは一つの鍋
なべ

で煮
に

ることから，家族
かぞく

が仲良
なかよ

く結
むず

ばれる願
ねが

い込
こ

められている。

　与
よ

の重
じゅう

(酢
す

の物
もの

・和
あ

え物
もの

)……忌
い

み数字
すうじ

の「四
よん

」ではなく「与
よ

」を使
つか

う。日持
ひも

ちがする酢
す

の物
もの

が中心
ちゅうしん

である。三
さん

　　　　　　　　　　　　　段重
だんじゅう

の場合
ばあい

は，二
に

の重
じゅう

と一緒
いっしょ

に彩
いろど

りよく詰
つ

める。

令和
れ い わ

元年
がんねん

度
ど

 冬休
ふゆやす

み号
ごう

①　伊佐
い さ

市
し

立
りつ

学校
がっこう

給食
きゅうしょく

センター

　２学期
がっき

も終
お

わり，今年
ことし

も残
のこ

りわずかとなりました。年
とし

の暮
く

れは何
なに

かと慌
あわ

ただしい毎
まい

日
にち

になりがちですが，健康
けんこう

で新
あたら

しい一年
いちねん

を迎
むか

えられるように体調
たいちょう

管理
かんり

には十分
じゅうぶん

に注意
ちゅうい

しましょう。

　また，年末
ねんまつ

年始
ねんし

に食
た

べられている日本
にほん

の伝統
でんとう

料理
りょうり

が様々
さまざま

ありますので，普段
ふだん

と違
ちが

う

食事
しょくじ

にも興味
きょうみ

を持
も

ってみましょう。

お重
じゅう

の意味
いみ

　　ご案内
あんない

～給食
きゅうしょく

レシピの紹介
しょうかい

～

　伊佐
いさ

市
し

のＨＰでは，実際
じっさい

に提供
ていきょう

している献立
こんだて

のレシピを紹介
しょうかい

しています。献立
こんだて

表
ひょう

や給食
きゅうしょく

だよ

り，一口
ひとくち

メモも掲載
けいさい

していますので，ぜひご活
かつ

用
よう

ください。

　「おせち」は，元旦
がんたん

や桃
もも

の節句
せっく

，端午
たんご

の節句
せっく

といった季節
きせつ

の節目
ふしめ

に神様
かみさま

にお供
そな

えする料理
りょうり

「御
おせ

節供
ちく

」が語源
ごげん

です。平安
へいあん

時代
じだい

から宮中
きゅうちゅう

で行
おこな

われていたこの行事
ぎょうじ

が江戸
えど

時代
じだい

に一般
いっぱん

に広
ひろ

まり，おせ

ち料理
りょうり

と言
い

えば節句
せっく

の中
なか

で最
もっと

も重要
じゅうよう

なお正月
しょうがつ

の料理
りょうり

をさすようになりました。

　まっすぐな穴
あな

が多数
たすう

あるこ

とから，将来
しょうらい

が見通
みとお

せるよう

にの意味
いみ

である。

　お雑煮
ぞうに

は，神様
かみさま

に供
そな

えた山
やま

・

海
うみ

・畑
はたけ

の産物
さんぶつ

のおさがりをごった

煮
に

にしたものでした。そのため，

お供
そな

えの品
しな

は土地
とち

での産物
さんぶつ

である

ことから雑煮
ぞうに

の具
ぐ

や味
あじ

に地域性
ちいきせい

が

あるのです。

昆布巻
こぶま

き

　昆布
こんぶ

を「よろこぶ」にかけ

て，喜
よろこ

びの多
おお

い年
とし

になるよう

に願
ねが

う。

数
かず

の子
こ

　卵
たまご

が多
おお

いことから子孫
しそん

繁
はん

栄
えい

，ニシンの子
こ

なので「二親
にしんけ

健在
んざい

」の意味
いみ

もある。

伊達
だて

巻
ま

き

　「伊達
だて

」は華
はな

やかの意味
いみ

で

ある。巻
ま

き物
もの

は書物
しょもつ

に通
つう

じ，

知識
ちしき

や文化
ぶんか

の発展
はってん

を願
ねが

う。

田
た

づくり

　いわしを田
た

の肥料
ひりょう

にすると

豊作
ほうさく

になったことから，豊穣
ほうじょう

祈願
きがん

の料理
りょうり

である。別名
べつめい

「五
ごま

万米
め

」とも呼
よ

ばれる。

紅白
こうはく

なます

　水引
みずひき

の色
いろ

や形
かたち

に通
つう

じてめで

たいの意味
いみ

がある。根菜
こんさい

のよ

うに根
ね

を張
は

る願
ねが

いも。

　お屠蘇
とそ

は生薬
しょうやく

を酒
さけ

やみりんに漬
つ

け込
こ

ん

だ一種
いっしゅ

の薬草
やくそう

酒
しゅ

です。一年
いちねん

の無病
むびょう

息災
そくさい

を

願
ねが

って家族
かぞく

そろっていただきます。年少
ねんしょう

者
しゃ

から順番
じゅんばん

に飲
の

みます。お正月
しょうがつ

にお屠蘇
とそ

を飲
の

む習慣
しゅうかん

は中国
ちゅうごく

で始
はじ

まったといわれて

おり，日本
にほん

に伝
つた

わったのは平安
へいあん

時代
じだい

とさ

れています。

黒豆
くろまめ

　マメに(勤勉
きんべん

に)働
はたら

き，マメ

に(健康
けんこう

に)暮
く

らせるように願
ねが

いが込
こ

められている。黒
くろ

は魔
ま

よけの色
いろ

でもある。

栗
くり

きんとん

　古来
こらい

，戦
いくさ

の勝利
しょうり

祈願
きがん

に食
た

べ

た「勝栗
かちぐり

」に通
つう

じる縁起
えんぎ

物
もの

で

ある。きんとんは「金
きん

団
とん

」と

書
か

いて蓄財
ちくざい

を願
ねが

う。

紅白
こうはく

かまぼこ

　紅
あか

は魔
ま

よけ，白
しろ

は清浄
せいじょう

の意
いみ

味で半
はん

円形
えんけい

で初日
はつひ

の出
で

を象徴
しょうちょう

し，めでたさを表
あらわ

している。

れんこん

りょうり

おせち料理

しょうがつ とそ の いみ

お正月にお屠蘇を飲む意味は？

ぞうに ぐ あじ ちいき ちが

お雑煮の具や味が地域で違うのはなぜ？


